
平成２６年度 鎌ケ谷市環境美化対策推進協議会 第４回会議 会議録 

 

１  開催日時：平成２７年 １月２１日（水）１４：００～１５：００ 

 

２  会  場：鎌ケ谷市役所本庁舎 ６階 第１・第２委員会室 

 

３  出 席 者：①委員 １２名   

菅野勝利会長、田中満副会長、鎌田義弘副会長、古瀬洋司委員、片平房子

委員、遠藤尚子委員、有山高臣委員、樋口宏次委員、鈴木有光委員、川崎

幸子委員、岡本勝宏委員、土岐都子委員 

       ②事務局 ３名  

小金谷クリーン推進課長、山﨑業務係長、澤田主事 

４ 傍聴者 なし 

５  会 議 

   議事録署名人の選出：名簿登載順により鈴木有光委員、川崎幸子委員を選出 

会長を議長として議事進行 

 （１）リサイクルフェアの結果報告について 

    事務局より、リサイクルフェアの結果報告について説明 

    会 長：事務局の説明に対し、何か意見等はあるか。 

    委 員：１０円で販売した傘とは、どのような傘だったのか。 

    事務局：多少サビが付着しているものなど売れ残った傘である。 

    →その他、異議なく承認される。 

 （２）ごみの散乱のない快適なまちづくり推進団体等表彰について 

 事務局よりごみの散乱のない快適なまちづくり推進団体等表彰に関する表彰対

象者について説明 

   会 長：事務局の説明に対し、何か意見等はあるか。 

   委 員：感謝状の贈呈のみとなるのか。 

   事務局：感謝状のほかに、記念品（賞状の額縁）の贈呈を予定している。 

   →その他、異議なく承認される。 

 

（３）その他（平成２７年度の環境美化運動の日程及びごみ袋のサイズ変更について） 

   事務局より平成２７年度の環境美化運動の日程及びごみ袋のサイズ変更につい

て説明 

   会 長：事務局の説明に対し、何か意見等はないか。 

   委 員：２５リットルの袋を全て４５リットルにするという考えか。 

   事務局：そのように考えている。 

委 員：４５リットルの袋は必要か。大きな袋が必要なほどのごみがでるという



ことか。 

事務局：大きいごみを拾うために必要なわけではなく、１枚の袋を複数人で利用

して運動する際に必要になる。 

委 員：４５リットルに変える必要はないのではないか。 

委 員：あまり大きいと出す際に持てない気がする。 

会 長：購入枚数を減らし、２５リットルと併用し、必要だという地域に配布す

る形でいかがか。 

事務局：了承した。 

       →その他、異議なく了承される。 

（４）その他（環境美化運動参加者の保険について） 

   事務局より環境美化運動参加者の保険について説明 

   会 長：事務局の説明に対し、何か意見等はないか。 

委 員：事前に名簿を作成しなくてはいけないのか。事故があった時に作成して

はいけないのか。 

事務局：それはできない。事前に名簿を作成していただきたい。 

委 員：名簿を作成する際の形式はあるのか。 

事務局：決まった形式はない。 

会 長：ある程度決まった形式が必要だと思うので、事務局の方で名簿のひな形

を作成していただけないか。 

事務局：了承した。３月の表彰式若しくは、次年度の第１回目の会議時に報告す

る。 

委 員：保険の対象が１日ということだが、環境美化運動の時間に当たる７時か

ら８時以外に起こりうる事故、例えば参加者が必要物資を撤去する際に

起きた事故なども対象となるのか。 

事務局：そのとおりである。 

    →その他、異議なく了承される。 

 （５）その他（不法投棄物に係る処分料金について） 

事務局より不法投棄物に係る処分料金について説明 

会 長：事務局の説明に対し、何か意見等はないか。 

委 員：費用は全て税金で支払っているのか。 

事務局：そのとおりである。 

委 員：数年前と比較すると、環境美化運動で回収される不法投棄物は減少して

いる。 

        →その他、異議なく了承される。 

    

その他、特になく閉会 

 



 

会議録署名人の署名 

 

以上、会議の経過を記載し、相違ないことを証するために次に署名する。 

 

平成２７年 １月２２日 

氏名  川崎 幸子    

 

氏名  鈴木 有光    

 

 


